
　今年も恒例となった、「さくらまつり」
を開催します。下の川の両岸には約300
本、また、釈迦堂川の両岸には約350本
の桜があり、訪れた人の目を楽しませて
くれます。特に、「さくらまつり」の期間
中は夜桜も楽しめますので、ご家族おそ
ろいでお出掛けください。
期間　４月上旬～下旬
会場　翠ヶ丘公園と下の川、釈迦堂川ふ
れあいロード
飲食コーナー　翠ヶ丘公園駐車場（芝生
広場南側）、須賀川アリーナ駐車場
ちょうちんの点灯時間　午後６時～12時
　なお、桜の開花状況などにより、期間
と点灯時間を変更する場合があります。

須
賀
川

さ
く
ら
ま
つ
り

商
工
観
光
課　

内
線
３
７
３

　

市
で
は
、
松
く
い
虫
に
よ
る

被
害
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た

め
、
宇
津
峰
、
古
寺
山
、
牡
丹

園
な
ど
、
区
域
を
定
め
て
被
害

木
を
計
画
的
に
伐
採
し
て
い
ま

す
。
伐
採
は
主
に
春
と
秋
の
年

２
回
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

時
期
に
効
果
的
に
被
害
木
を
伐

採
で
き
る
よ
う「
緑
の
モ
ニ
タ

ー
」を
委
嘱
し
、
被
害
木
の
発
見

を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

枯
れ
て
い
る
松
の
木
を
見
つ

け
た
ら
、
各
地
区
の
モ
ニ
タ
ー

ま
た
は
市
役
所
農
政
課
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
特
に
、
道
路

な
ど
に
倒
れ
掛
か
り
そ
う
な
場

合
な
ど
、
危
険
を
伴
う
と
き
は

早
急
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

松
く
い
虫
の
被
害
を

知
ら
せ
て
く
だ
さ
い

農
政
課　

内
線
３
６
４

絡
く
だ
さ
い
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
技
術
向

上
や
新
た
な
技
術
を
取
得
す
る
た

め
、
定
期
的
に
講
習
会
を
開
い
て
い

ま
す
。
今
後
、
会
員
と
し
て
就
業
し

た
い
方
も
受
講
で
き
ま
す
。

新
し
い
会
員
を
募
集　

セ
ン
タ
ー
で

は
、
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
で
、
皆
さ
ん
の
豊
か

な
経
験
と
能
力
を
生
か
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

の
資
格
が
あ
る
人
は
大
歓
迎
で
す
。

月
２
回
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
資
格
要
件　

お
お
む
ね
60
歳
以

上
、
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
働
く
意

欲
の
あ
る
人

▼
会
費　

年
額
１
５
０
０
円

☟(

社)

須
賀
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎（
76
）１
９
９
２

や
学
校
へ
の
送
迎
、
放
課
後
の
預
か

り
な
ど
、
施
設
保
育
で
は
対
応
で
き

な
い
育
児
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
、
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
収
益
を
目
的
と
し

て
い
な
い
た
め
、
一
般
的
に
割
安
で

す
。
仕
事
を
依
頼
し
た
い
場
合
は
、

セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
引
き
受
け
た
仕
事

は
セ
ン
タ
ー
が
責
任
を
も
っ
て
対
応

し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
古
自
転
車
を

修
理
し
再
利
用
す
る
高
齢
者
環
境
保

全
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各

家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
自
転
車

（
再
生
が
可
能
な
自
転
車
に
限
る
）が

あ
る
場
合
は
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

車
場
・
駐
輪
場
の
管
理　

な
ど

専
門
技
術　

学
習
講
師（
補
習
教
室
・

家
庭
教
師
な
ど
）、
経
理
事
務
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
た
事
務　

な
ど

技
能
業
務　

植
木
の
せ
ん
定
、
大
工

仕
事
、
塗
装（
ペ
ン
キ
塗
り
な
ど
）、

ふ
す
ま
・
障
子
の
張
り
替
え
、
和
洋

裁　

な
ど

　

セ
ン
タ
ー
で
お
引
き
受
け
し
て
い

る
仕
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

事
務
管
理　

一
般
事
務（
帳
簿
管
理
）、

筆
耕（
あ
て
名
・
賞
状
書
き
な
ど
）、

調
査
事
務
、
受
付
事
務　

な
ど

施
設
管
理　

各
種
施
設
の
管
理
、
駐

サ
ー
ビ
ス　

家
事
手
伝
い
、
家
庭
内

の
清
掃
、
付
き
添
い
看
護
、
児
童
の

送
迎
・
世
話
、
観
光
ガ
イ
ド　

な
ど

折
衝
外
交　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
、
各
種
集
配
、
ガ
ス
・
水
道
検
針

な
ど

軽
作
業　

屋
内
・
屋
外
の
清
掃
、
除

草
、
農
作
業
、
配
送
、
雑
役
、
包
装

な
ど

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
保
険
制
度

が
適
用
さ
れ
な
い
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、
次

の
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
食
事
の
準
備

▼
衣
類
な
ど
の
洗
濯
と
補
修

▼
住
宅
な
ど
の
清
掃
と
整
理
整
と
ん

▼
生
活
必
需
品
の
買
い
物

　

ま
た
、
幼
稚
園
の
園
児
や
小
学
校

低
学
年
の
児
童
を
対
象
に
、
幼
稚
園

　

社
団
法
人
須
賀
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下「
セ
ン
タ
ー
」）

は
、
福
島
県
知
事
の
認
可
を
得
た
公
益
法
人
で
す
。
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
多
彩
な
経
験
と
技
能
を
も
っ
た
高
齢
者
が
会
員
登
録
し
、
各
家
庭
や
企

業
、
公
共
団
体
な
ど
か
ら
の
仕
事
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
昨
年
４
月
１

日
か
ら
は
長
沼
・
岩
瀬
地
域
も
対
象
に
加
わ
り
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
セ

ン
タ
ー
が
引
き
受
け
て
い
る
仕
事
の
内
容
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の

お
仕
事
を
お
引
き
受
け
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
紹
介

　国内に流通する農産物などの安全性を確
保するため、食品衛生法が一部改正され、
農産物に対して、すべての農薬成分の残留
農薬基準が設定されました。これまで基準
値がなかった農薬成分と農産物との組み合
わせの一部には、「人の健康を損なうおそれ
のない量」として、極めて低い濃度の一律基
準（0.01ppm）が定められました。
　この制度は本年５月29日から施行されま
すが、これまで同様、基準値を超過した農
産物は違反食品となり、食品衛生法に基づ
き、販売などが禁止されるとともに、回収
命令などの措置が行われます。
　したがって、「農薬の飛散（ドリフト）」や
「防除器具などの不十分な洗浄」などにより、
思いもかけない農薬の残留が起きないよう、
農薬の使用にあたっては、これまで以上の
注意が必要です。
次の項目を、自分自身で心掛け、チェックを
①化学農薬を低減できる栽培・防除体系を
実践する（適正な防除を行うため防除計画を
立てる）。
②隣接してほかの農作物が栽培されている
場合は、境界には目の細かいネットなどの
遮へい物を設置する（住宅などに隣接する場
合も同じ）。
③農薬使用基準を遵守する（適用作物、希釈
倍数、使用量、使用時期、使用回数など）。
④散布作業は、風のないときに行う。
⑤飛散の少ない粗大粒径のノズルを選ぶ。
⑥散布方法を見直し、ほ場の隣接部や外周
部には、細心の注意を払う（適正な散布圧・
風量、散布方向の確認、散布量の低減）
⑦散布終了後は、防除器具（タンク、ホース
など）を十分に洗浄する。
⑧散布日誌に、使用した農薬の散布実績を
正確に記録する。

　　　　　　　　　市役所農政課
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農
家
の
皆
さ
ん
へ

農
薬
の
飛
散
防
止
に
細
心
の
注
意
を
！

　
　
　
　

〜
残
留
農
薬
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
が
導
入
〜

引
き
受
け
で
き
る
仕
事

家
事
援
助
・
育
児
サ
ー
ビ
ス

仕
事
の
依
頼
は
お
電
話
で

不
用
な
自
転
車
は
あ
り
ま
せ
ん
か

会
員
の
技
術
向
上
の
た
め
に

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
、

参
加
し
た
者
に
し
か
分
か
ら
な
い

「
体
験
」、
そ
し
て「
今
」で
な
け
れ

ば
で
き
な
い
こ
と
を
、
た
く
さ
ん

吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
対
面
の
研
修
生
た
ち
が
、
中

盤
に
入
る
と
、
ず
っ
と
前
か
ら
親

友
だ
っ
た
か
の
よ
う
な
仲
に
な

り
、
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
修

は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
そ
れ

以
上
に
人
と
の
つ
な
が
り
ほ
ど
大

切
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

そ
し
て
、
こ
の
研
修
の
な
か
で
、

「
日
本
人
と
し
て
守
る
べ
き
も

の
」、「
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
」な
ど
を
か
い
ま
見

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
社
会
の
発

展
に
役
立
て
る
よ
う
、
日
々
の
努

力
を
重
ね
、
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
い
う
制
度
が
あ
っ
た
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
直
接
農
場
で
働
く

と
い
う
点
で
、
農
業
学
校
よ
り
さ

ら
に
実
践
的
に
農
業
技
術
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
制

度
で
し
た
。
新
規
就
農
者
が
、
数

年
間
い
く
つ
も
の
農
場
で
経
験
を

重
ね
、
技
術
力
や
経
営
感
覚
を
向

上
さ
せ
様
々
な
資
格
を
習
得
し
ま

す
。
私
自
身
、
こ
れ
ま
で
の
就
農

生
活
の
甘
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た

内
容
で
も
あ
り
ま
し
た
。

 

「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」す
べ

て
は
、
こ
の
言
葉
に
尽
き
ま
す
。

そ
し
て
、「
何
事
も
楽
し
も
う
」

が
、
研
修
先
で
の
合
言
葉
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
出
発
前
に
は
長
い

と
感
じ
て
い
た
は
ず
の
研
修
が
、
あ

研
修
で
は
、
気
温
が
40
℃
を
超
え

た
日
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
す
べ
て
が
刺

激
的
で
、
何
よ
り
豊
か
な
大
自

然
、
自
然
と
融
合
し
た
き
れ
い
な

街
並
み
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
昼
夜

の
寒
暖
の
差
が
大
き
く
湿
度
も
低

い
こ
と
か
ら
、
作
物
の
生
育
に
適

し
、
病
害
虫
の
発
生
も
少
な
く
、

農
薬
の
散
布
量
も
化
学
肥
料
の
使

用
量
も
か
な
り
少
な
い
よ
う
で
し

た
。
正
に
、
農
業
に
最
適
な
土
地

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　

研
修
中
、
特
に
興
味
深
か
っ
た

こ
と
は
、
後
継
者
の
育
成
に
お
い

て
シ
ェ
ア
ミ
ル
カ
ー
や
カ
デ
ッ
ト

　

南
半
球
は
、
四
季
が
日
本
と
は

逆
の
た
め
オ
セ
ア
ニ
ア
は
夏
真
っ

盛
り
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

福
島
県
農
業
経
営
者
海
外
派
遣
研
修
事
業
研
修
生
報
告

オ
セ
ア
ニ
ア
の
農
業
に
学
ぶ

　

市
で
は
、
県
の
農
業
経
営
者
海
外
派
遣
研
修
事
業
に
、
昭
和
48
年
か
ら

通
算
し
て
、
こ
れ
ま
で
32
人
の
研
修
生
を
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、

常
松
智
世
さ
ん（
岩
渕
）、
小
抜
仙
栄
さ
ん（
松
塚
）、
吉
田
真
治
さ
ん（
森

宿
）の
３
人
が
、
１
月
24
日
か
ら
２
月
４
日
ま
で
の
12
日
間
の
日
程
で
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
２
か
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず

　
　
　
　
　
　

市
内
岩
渕　

常
松
智
世
さ
ん

ファームステイ先の家族と

酪農研修先の放牧場（ニュージーランド）

下の川


